
◆実車ガイド
・ ＥＦ64-1000形は1980年に登場した勾配線区用直流

電気機関車で53両が登場しました
・ 上越線で使用する為、耐雪構造が強化されました
・ ＪＲ東日本所属はイベント列車の運用を中心に検査車両
　 のけん引やブルートレインなどのけん引も行いました
・ ＪＲ貨物の車両は関東～岡山・伯備線など広範囲での

運用があり中央本線では重連でけん引しています

◆製品化特徴
■ 共通項目
・ ＪＲマーク・ＪＲＦマーク・角Ｓ・検査標記など印刷済み
・ 運転室窓上のひさしは別パーツでワイパー欠き取を再現
・ ヘッドライト電球色ＬＥＤによる点灯式（ＯＮ-ＯＦＦ式）
・ キヤノン製モーター・フライホイール採用
・ 通電端子を装備
・ Ｈゴム黒色で再現
・ 一体プレート輪心付車輪採用
・ ケイディーカプラー取付け済み（HO-172を除く）
・ 最少通過半径：Ｒ６００（Ｓ字線形を除く）
・ プレステージモデルは各種手すり・ワイパー・信号炎管・

パンタグラフ・エアホースが金属製で取付け済み
・ プレステージモデルはホイッスルカバー・ジャンパホース・

無線アンテナ・台車部品などプラ製部品が取付済み
■ <HO-160>について
・ 電暖装置が搭載されていない姿を再現
・ ナンバープレート（1051・1052・1053）付属
・ 区名札シール付属
・ ヘッドマーク（カシオペア・あけぼの・北陸・出羽）付属

■ <HO-161>について
・ 更新色の姿を再現
・ クーラーパーツは２種類付属
・ 電暖表示灯が撤去された姿を再現
・ ナンバープレート（1009・1011・1017・1023・1028）付属
・ 区名札シール付属

■ <HO-171>について
・ ナンバープレート（1001）付属
・ 区名札「高」印刷済み
・ ヘッドマーク（カシオペア・あけぼの・北陸・出羽）付属

■ <HO-172>について
・ 特徴あるスカートを新規製作で再現
・ 双頭式連結器を装備
・ 1031号機をプロトタイプとして再現
・ 解放テコの無い姿を再現
・ ナンバープレート（1031・1030・1032・1029）付属
・ 区名札「長岡」印刷済み
・ ヘッドマーク（カシオペア・あけぼの・北陸・出羽）付属

■ <HO-173>について
・ ＪＲ貨物所属で国鉄色のまま活躍する車両を再現
・ クーラーは丸みのあるタイプを搭載
・ 電暖表示灯が撤去された姿を再現
・ 青色のナンバープレートを再現
・ ナンバープレート（1006・1012・1014・1016・1019）付属
・ 区名札「愛」印刷済み

<HO-160> ＪＲ ＥＦ６４1000形電気機関車（ＪＲ東日本仕様） 予価 ￥24,800（税抜）

<HO-161>　 ＪＲ ＥＦ６４1000形電気機関車（ＪＲ貨物更新車） 予価 ￥24,800（税抜）

<HO-171> ＪＲ ＥＦ６４1000形電気機関車（１００１号機・茶色・プレステージモデル） 予価 ￥42,800（税抜）

<HO-172> ＪＲ ＥＦ６４1000形電気機関車（双頭連結器・プレステージモデル） 予価 ￥44,800（税抜）

<HO-173>　 ＪＲ ＥＦ６４1000形電気機関車（ＪＲ貨物仕様・プレステージモデル） 予価 ￥42,800（税抜）

ＪＲ東日本・ＪＲ貨物商品化許諾申請中　

新製品インフォメーション 2017年7月発売予定

勾配線区で活躍しているＥＦ６４ 1000形各種新登場
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